
 

とと
伝伝
ええ
らら
れれ
、、
延延
喜喜
式式
作作
成成
者者
はは
『『
紀紀
記記
』』
にに
従従
いい
式式
内内
社社
にに
しし

たた
。。
他他
方方
、、
ここ
のの
神神
社社
はは
土土
豪豪
・・
荒荒
田田
直直
のの
氏氏
神神
でで
ああ
りり
、、
夏夏
祭

りり
にに
「「
だだ
んん
じじ
りり
」」
がが
出出
るる
。。  

泉泉
北北
古古
窯窯
祉祉
群群
のの
広広
大大
なな
遺遺
跡跡
のの
存存
在在
がが
見見
つつ
かか
るる
のの
はは
、、
昭昭

和和
三三
〇〇
年年((

一一
九九
五五
五五
年年))

、、
ニニ
ュュ
ーー
タタ
ウウ
ンン
建建
設設
のの
たた
めめ
にに
泉泉
北北

丘丘
陵陵
のの
雑雑
木木
林林
をを
伐伐
採採
しし
てて
いい
るる
時時
でで
ああ
っっ
たた
。。  

  
  

調調
査査
はは
、、
一一
九九
六六
一一
年年
かか
らら
開開
始始
ささ
れれ
、、
泉泉
北北
丘丘
陵陵
にに
広広
がが
るる

須須
恵恵
器器
生生
産産
遺遺
跡跡
群群
はは
、、
「「
現現
在在
のの
堺堺
市市
南南
区区((

全全
域域))

・・
大大
阪阪
狭狭

山山
市市
のの
一一
部部
分分
・・
和和
泉泉
市市
のの
一一
部部
分分
・・
岸岸
和和
田田
市市
のの
一一
部部
分分
」」
でで

ああ
りり
、、
約約
千千
基基
のの
窯窯
跡跡
がが
見見
つつ
かか
りり
、、
初初
期期
のの
窯窯
はは
古古
墳墳
時時
代代
五五

世世
紀紀
前前
半半
のの
巨巨
大大
古古
墳墳
「「
百百
舌舌
鳥鳥
陵陵
南南
古古
墳墳((

伝伝
履履
中中
陵陵))

」」
とと
同同

時時
期期
にに
つつ
くく
らら
れれ
、、
増増
減減
をを
経経
てて
八八
世世
紀紀
・・
奈奈
良良
時時
代代
まま
でで
稼稼
働働

しし
たた
ここ
とと
がが
判判
明明
しし
たた
。。  

百百
舌舌
鳥鳥
古古
墳墳
築築
造造
以以
前前
はは
、、
百百
舌舌
鳥鳥
野野
とと
呼呼
ばば
れれ
たた
原原
野野
にに
続続

くく
雑雑
木木
林林
でで
、、『『
崇崇
神神
紀紀
』』
のの
時時
代代
にに
はは
陶陶
邑邑
のの
影影
もも
形形
もも
なな
いい
。。  

【【
図図
１１  

百百
舌舌
鳥鳥
古古
墳墳
群群
にに
隣隣
接接
すす
るる
陶陶
器器
窯窯
跡跡
群群
】】  

    

    

       

（（
原原
典典
『『
泉泉
北北
丘丘
陵陵
にに
広広
がが
るる
須須
恵恵
器器
窯窯
』』
加加
筆筆  

品品
川川
））  

ここ
のの
地地
にに
、、
小小
阪阪
遺遺
跡跡
・・
野野
々々
井井
遺遺
跡跡
・・
踞踞
尾尾
遺遺
跡跡
・・
大大
庭庭
寺寺

遺遺
跡跡
がが
ああ
りり
、、
次次
のの
記記
述述
がが
ああ
るる
。。  

「「
大大
庭庭
寺寺
遺遺
跡跡
はは
、、
栂栂
丘丘
陵陵
北北
東東
のの
辺辺
縁縁
部部
のの
段段
丘丘
上上
にに
形形
成成

ささ
れれ
たた
集集
落落
遺遺
跡跡
でで
ああ
るる
。。
竪竪
穴穴
住住
居居
・・
溝溝
・・
土土
器器
溜溜
まま
りり
・・
初初

期期
須須
恵恵
器器
窯窯
なな
どど
のの
遺遺
構構
がが
検検
出出
ささ
れれ
、、
初初
期期
段段
階階
須須
恵恵
器器
をを
主主

とと
すす
るる
。。
特特
にに
、、
遺遺
物物
にに
渡渡
来来
系系
のの
軟軟
質質
土土
器器
がが
目目
立立
つつ
ここ
とと
かか

らら
、、
ここ
のの
集集
落落
はは
渡渡
来来
系系
集集
団団
とと
思思
わわ
れれ
るる
」」((

出出
典典
『『
泉泉
北北
丘丘
陵陵

にに
広広
がが
るる
須須
恵恵
器器
窯窯
』』))  

発発
掘掘
ささ
れれ
たた
約約
千千
基基
にに
及及
ぶぶ
窯窯
跡跡
のの
灰灰
原原
かか
らら
採採
取取
ささ
れれ
たた

須須
恵恵
器器
片片
をを
整整
理理
。。
形形
のの
変変
遷遷
にに
着着
目目
・・
分分
類類
しし
てて
「「
須須
恵恵
器器
編編

年年
表表
」」
がが
作作
成成
ささ
れれ
、、
須須
恵恵
器器
のの
製製
作作
年年
代代
をを
判判
断断
すす
るる
物物
差差
しし

がが
出出
来来
たた
。。((

元元
大大
阪阪
府府
文文
化化
財財
課課  

仲仲
村村
浩浩
氏氏
のの
研研
究究
・・
作作
成成))  

【【
図図
２２  

泉泉
北北
須須
恵恵
器器
編編
年年
表表
】】  

                                        

五五
世世
紀紀
以以
前前
のの
須須
恵恵
器器
はは
出出
土土
しし
なな
いい
。。  

問問
題題
点点
はは
、、『『
崇崇
神神
紀紀
』』
にに
記記
載載
ささ
れれ
たた
和和
泉泉
・・
大大
鳥鳥
郡郡
陶陶
邑邑

がが
、、
崇崇
神神
時時
代代
かか
らら
実実
在在
すす
るる
かか
のの
よよ
うう
にに
誤誤
っっ
てて
解解
釈釈
ささ
れれ
てて

きき
たた
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。  

  

崇崇
神神
時時
代代
のの
年年
代代
にに
つつ
いい
てて
はは
諸諸
説説
ああ
るる
がが
、、『『
崇崇
神神
紀紀
』』
がが

記記
すす
「「
箸箸
墓墓
古古
墳墳
」」
をを
基基
にに
推推
定定
すす
るる
とと
、、
三三
世世
紀紀
後後
半半
にに
なな
りり
、、

他他
方方
、、
陶陶
村村
のの
実実
在在
はは
五五
世世
紀紀
前前
半半
以以
後後
でで
ああ
りり
、、
太太
田田
田田
根根
子子

のの
生生
きき
たた
時時
代代
がが
一一
致致
しし
なな
いい
。。  

『『
崇崇
神神
紀紀
七七
年年
条条
』』
はは
、、
二二
つつ
のの
異異
なな
るる
時時
代代
のの
出出
来来
事事
をを
同同

時時
代代
とと
しし
てて
述述
作作
しし
たた
パパ
ッッ
チチ
ワワ
ーー
クク
。。
ここ
のの
パパ
ッッ
チチ
ワワ
ーー
クク
かか

らら
、、「「
敬敬
いい
畏畏
れれ
ねね
ばば
なな
らら
なな
いい
疫疫
病病
終終
焉焉
のの
力力
をを
示示
すす
大大
物物
主主
」」

とと
陶陶
邑邑
がが
結結
びび
付付
くく
謎謎
解解
きき
をを
しし
たた
いい
。。  

崇崇
神神
時時
代代
にに
使使
わわ
れれ
てて
いい
たた
のの
はは
、、
八八
百百
度度
未未
満満
のの
焚焚
火火
でで
容容

易易
にに
造造
れれ
るる
赤赤
色色
まま
たた
はは
、、
褐褐
色色
のの
滲滲
出出
性性
がが
ああ
るる
素素
焼焼
きき
のの
土土

器器((

土土
師師
器器))

。。「「
中中
国国
でで
陶陶
器器
がが
誕誕
生生
しし
たた
のの
はは
、、
紀紀
元元
前前
千千
五五

百百
年年
前前
でで
ああ
りり
、、
紀紀
元元
前前
三三
百百
年年
にに
はは
、、
有有
名名
なな
秦秦
始始
皇皇
帝帝
陵陵
のの

等等
身身
大大
のの
将将
軍軍
やや
騎騎
兵兵
、、
歩歩
兵兵
、、
官官
人人
なな
どど
がが
「「
陶陶
器器
」」
でで
作作
らら

れれ
、、
彩彩
色色
しし
てて
埋埋
葬葬
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。  

朝朝
鮮鮮
半半
島島
でで
はは
、、
前前
漢漢
にに
よよ
るる
楽楽
浪浪
郡郡((

ＢＢ
ＣＣ
一一
〇〇
八八
～～
ＡＡ
ＣＣ

一一
三三))

設設
置置
にに
よよ
りり
、、
技技
術術
がが
伝伝
ええ
らら
れれ
、、
穴穴
窯窯
でで((

千千
二二
百百
度度))

  

のの
高高
火火
度度
でで
焼焼
成成
すす
るる
青青
灰灰
色色
をを
呈呈
すす
るる
陶陶
質質
土土
器器((

炻炻
器器
〈〈
セセ

キキ
キキ
〉〉))

がが
登登
場場
。。
ここ
のの
炻炻
器器
作作
成成
技技
術術
がが
五五
世世
紀紀
のの
倭倭
国国
にに
伝伝

ええ
らら
れれ
てて
須須
恵恵
器器
とと
呼呼
ばば
れれ
たた
。。」」
。。
出出
典典
・・『『「「
アア
ジジ
アア
陶陶
芸芸
史史
」」  

陶陶
器器
（（
陶陶
質質
土土
器器
））
はは
固固
くく
滲滲
出出
性性
がが
無無
いい
。。  

崇崇
神神
時時
代代
にに
はは
陶陶
質質
土土
器器
のの
須須
恵恵
器器
をを
作作
るる
技技
術術
がが
無無
くく
、、
文文

明明
格格
差差
はは
住住
居居
・・
製製
鉄鉄
・・
金金
属属
加加
工工
・・
文文
字字
文文
化化
にに
もも
及及
ぶぶ
。。  

「「
朝朝
鮮鮮
半半
島島
かか
らら
陶陶
質質
土土
器器
製製
作作
技技
術術
者者
をを
招招
きき
、、
穴穴
窯窯
をを
用用

いい
高高
火火
度度
のの
還還
元元
炎炎
焼焼
成成
でで
須須
恵恵
器器
をを
作作
ろろ
うう
とと
しし
たた
。。
定定
着着
すす

るる
以以
前前
のの
須須
恵恵
器器
生生
産産
はは
、、
福福
岡岡
県県
かか
らら
瀬瀬
戸戸
内内
海海
地地
域域
でで
発発
見見

ささ
れれ
てて
いい
るる
がが
、、
本本
格格
的的
生生
産産
がが
確確
認認
ささ
れれ
たた
のの
はは
大大
阪阪
府府
大大
庭庭

寺寺
遺遺
跡跡
でで
ああ
るる
。。((

略略))

そそ
のの
後後
のの
須須
恵恵
器器
生生
産産
はは
、、
ここ
のの
大大
庭庭
寺寺

遺遺
跡跡
周周
辺辺
にに
展展
開開
すす
るる
陶陶
村村
窯窯
祉祉
群群
でで
急急
速速
にに
発発
展展
すす
るる
がが
、、
ここ

 

二二
〇〇
一一
九九
年年
十十
一一
月月
中中
国国
武武
漢漢
市市
のの
海海
鮮鮮
市市
場場
発発
生生
のの
ココ
ロロ

ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
はは
、、
九九
ヶヶ
月月
間間
でで
世世
界界
中中
にに
蔓蔓
延延
。。
死死
者者
百百
万万
人人
。。

（（
二二
〇〇
二二
〇〇
年年
八八
月月
現現
在在
））
感感
染染
者者
はは
自自
らら
のの
苦苦
痛痛
とと
、、
他他
者者
かか

らら
嫌嫌
悪悪
・・
差差
別別
ささ
れれ
るる
恐恐
ろろ
しし
ささ
。。  

残残
酷酷
・・
差差
別別
とと
慈慈
悲悲
をを
併併
せせ

持持
つつ
人人
心心
のの
怪怪
しし
ささ
をを
改改
めめ
てて
知知
りり
、、
神神
仏仏
にに
頼頼
っっ
たた
古古
代代
人人
のの

気気
持持
ちち
をを
身身
近近
にに
思思
うう
。。  

今今
まま
でで
、、
古古
代代
史史
のの
疫疫
病病
記記
事事
をを
見見
てて
もも
気気
にに
かか
けけ
ずず
読読
みみ
流流

しし
たた
がが
、、
改改
めめ
てて
古古
代代
のの
疫疫
病病
のの
時時
、、
人人
心心
・・
政政
治治
・・
経経
済済
にに
、、

どど
のの
よよ
うう
なな
変変
化化
がが
起起
きき
たた
のの
かか
とと
思思
うう
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
。。  

  
  

『『
日日
本本
書書
紀紀
』』
崇崇
神神
天天
皇皇
のの
条条
にに
疫疫
病病
蔓蔓
延延
のの
記記
述述
がが
ああ
るる
。。

そそ
ここ
にに
、、
百百
舌舌
鳥鳥
古古
市市
古古
墳墳
群群
時時
代代
にに
創創
設設
ささ
れれ
たた
「「
陶陶
邑邑
」」
がが

現現
れれ
てて
いい
るる
。。
何何
故故
だだ
ろろ
うう
。。  

千千
七七
百百
年年
前前
、、
実実
在在
しし
たた
可可
能能
性性
のの
ああ
るる
最最
初初
のの
天天
皇皇
はは
「「
ハハ

ツツ
クク
ニニ
シシ
ララ
スス
・・
ミミ
ココ
トト
」」
とと
『『
日日
本本
書書
紀紀
』』
にに
記記
ささ
れれ
てて
いい
るる

崇崇
神神
天天
皇皇((

第第
十十
代代))

でで
ああ
りり
、、
考考
古古
学学
的的
にに
古古
いい
古古
墳墳
・・
行行
燈燈
山山

古古
墳墳((

ＡＡ
ＣＣ
三三
〇〇
〇〇
～～
三三
五五
〇〇
年年))

がが
ああ
るる
。。
今今
もも
人人
々々
がが
訪訪
れれ
、、

崇崇
神神
天天
皇皇
のの
実実
在在
性性
をを
感感
じじ
ささ
せせ
るる
よよ
うう
にに
陵陵
墓墓
とと
しし
てて
整整
備備

ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
ここ
のの
崇崇
神神
天天
皇皇
のの
即即
位位
五五
年年
目目
にに
、、
とと
んん
でで
もも
なな

いい
疫疫
病病
がが
日日
本本
をを
襲襲
っっ
たた
。。
実実
はは
、、
ここ
のの
疫疫
病病
をを
収収
めめ
るる
過過
程程
でで

伊伊
勢勢
のの
祭祭
祀祀
がが
始始
まま
るる
。。  

『『
日日
本本
書書
紀紀
』』
のの
記記
述述
をを
読読
もも
うう
。。  

「「
崇崇
神神
五五
年年
にに
、、
国国
内内
にに
疾疾
疫疫
多多
くく
、、
民民
死死
亡亡
れれ
るる
もも
のの
ああ
りり

てて
且且
大大
半半
ぎぎ
なな
むむ
とと
すす
。。
」」
なな
んん
とと
住住
民民
のの
大大
半半
がが
疫疫
病病
でで
死死
んん

だだ
。。
六六
年年
にに
、、
百百
姓姓
流流
離離
へへ
ぬぬ
。。
或或
いい
はは
背背
叛叛
くく
もも
のの
有有
りり
。。
そそ

のの
勢勢
いい
、、
徳徳
をを
以以
てて
治治
めめ
むむ
ここ
とと
難難
しし
。。」」  

翌翌
年年
、、
人人
々々
はは
疫疫
病病
をを
恐恐
れれ
てて
土土
地地
をを
離離
れれ
るる
者者
もも
ああ
りり
、、
暴暴

動動
もも
起起
きき
たた
。。
そそ
ここ
でで
、、
天天
皇皇
はは
朝朝
なな
夕夕
なな
神神
にに
謝謝
罪罪
しし
祈祈
っっ
たた
。。  

『『
是是
をを
以以
てて
、、
晨晨
にに
興興
き
夕夕
まま
でで
にに
惕惕
りり
てて
、、
神神
祇祇
にに
請請
罪罪
るる
。。

是是
よよ
りり
先先
にに
天天
照照  

大大
神神
、、
倭倭
大大
国国
魂魂
、、
二二
柱柱
のの
神神
をを
天天
皇皇
のの
大大
殿殿

のの
うう
ちち
にに
並並
祭祭
るる
。。
然然
しし
てて
そそ
のの
神神
のの
勢勢
いい
をを
畏畏
りり
てて
、、
共共
にに
住住

みみ
たた
まま
ふふ
にに
安安
かか
らら
ずず
。。
故故
、、
天天  

照照  

大大
神神
をを
以以
てて
はは
、、
豊豊
鋤鋤
入入

姫姫
にに
託託
けけ
まま
つつ
りり
てて
倭倭
のの
笠笠
縫縫
邑邑
にに
祭祭
るる
。。((

略略))

日日
本本
大大
国国
魂魂
神神

をを
以以
てて
はは
渟渟
名名
城城
入入
姫姫
にに
託託
しし
てて
祭祭
らら
しし
むむ
。。
然然
るる
にに
渟渟
名名
城城
入入

姫姫
髪髪
落落
ちち
体体
痩痩
みみ
てて
祭祭
るる
ここ
とと
能能
わわ
ずず
。。」」  

『『
七七
年年
春春
三三
月月
丁丁
丑丑
のの
朔朔
辛辛
卯卯
、、
詔詔
しし
てて
曰曰
くく
「「((

略略))

数数
災災
害害

有有
らら
むむ
ここ
とと
はは
、、
恐恐
るる
らら
くく
はは
、、
朝朝
にに
善善
政政
無無
くく
しし
てて
、、
咎咎
をを
神神  

祇祇
にに
取取
らら
むむ
やや((

略略))

卜卜
問問
うう
。。
ここ
のの
とと
きき
、、
神神
明明
倭倭
迹迹
迹迹
日日
百百
襲襲

姫姫
命命
にに
憑憑
りり
てて
曰曰
くく
「「((

略略))

吾吾
をを
敬敬
いい
祭祭
らら
ばば
必必
ずず
自自
平平
ぎぎ
なな
むむ
」」

とと
のの
たた
まま
うう
。。((
略略))

」」  

崇崇
神神
天天
皇皇
家家
のの
神神
「「
天天
照照
大大
神神
」」
とと
地地
元元
のの
神神
「「
倭倭
大大
国国
魂魂
」」

をを
ごご
殿殿
内内
にに
祀祀
っっ
てて
いい
たた
がが
、、
共共
にに
住住
むむ
ここ
とと
をを
心心
良良
しし
とと
しし
なな

かか
っっ
たた
。。
七七
年年
、、
疫疫
病病
三三
年年
目目
、、「「
天天
照照
大大
神神
」」「「
倭倭
大大
国国
魂魂
」」
にに

はは
、、
崇崇
神神
のの
御御
殿殿
かか
らら
去去
っっ
てて
もも
らら
うう
必必
要要
がが
ああ
っっ
たた
。。  

天天
照照
大大
神神
をを
崇崇
神神
のの
娘娘
・・
豊豊
鋤鋤
入入
姫姫
にに
託託
しし
てて
、、
ごご
殿殿
のの
外外
のの

笠笠
縫縫
邑邑
にに
祀祀
っっ
たた
。。
ここ
れれ
がが
「「
皇皇
居居
外外
にに
皇皇
女女((

斎斎
宮宮))

がが
仕仕
ええ
てて

天天
照照
大大
神神
をを
まま
つつ
るる
」」
伊伊
勢勢
祭祭
祀祀
のの
原原
点点
にに
なな
っっ
たた
。。
大大
和和
のの
地地

主主
神神
「「
倭倭
大大
国国
魂魂
」」
をを
渟渟
名名
城城
入入
姫姫
にに
託託
すす
がが
、、
祭祭
れれ
ずず
。。  

疫疫
病病
はは
やや
まま
ずず
、、
天天
皇皇
はは
悩悩
みみ
、、
三三
輪輪
山山
のの
神神
「「
大大
物物
主主
」」
にに

疫疫
病病
退退
散散
をを
祈祈
るる
祭祭
政政
にに
思思
いい
至至
りり
、、
神神
かか
かか
りり
のの
自自
作作
自自
演演
をを

行行
うう
。。  

三三
輪輪
山山
のの
神神
「「
大大
物物
主主
」」
がが
、、
崇崇
神神
のの
伯伯
母母
・・
倭倭
迹迹
迹迹
日日
百百
襲襲

姫姫
命命
にに
のの
りり
うう
つつ
っっ
てて
、、
おお
告告
げげ
をを
伝伝
ええ
、、
天天
皇皇
のの
夢夢
まま
くく
らら
にに

立立
つつ
。。「「
殿殿
戸戸
にに
対対
ひひ
立立
ちち
てて
、、
自自
らら
大大
物物
主主
とと
称称
りり
てて
曰曰
くく
、、
吾吾

がが
児児
大大
田田
田田
根根
子子
をを
以以
てて
吾吾
をを
令令
祭祭
りり
たた
まま
はは
ばば
、、
立立
ちち
どど
ここ
ろろ

にに
平平
ぎぎ
なな
むむ
。。((

略略))

」」  

『『
自自
分分
のの
子子
のの
太太
田田
田田
根根
子子
にに
我我
をを
まま
つつ
らら
せせ
よよ
。。』』
とと
言言
うう
。。

((

ここ
のの
倭倭
迹迹
迹迹
日日
百百
襲襲
姫姫
はは
、、
前前
方方
後後
円円
墳墳
時時
代代
始始
まま
りり
のの
契契
機機

とと
ささ
れれ
るる
著著
名名
なな
陵陵
墓墓
「「
箸箸
墓墓
古古
墳墳
」」
のの
被被
葬葬
者者
でで
ああ
るる
。。))  

天天
皇皇
はは
、、
太太
田田
田田
根根
子子
をを
探探
しし
求求
めめ
、、
茅茅
渟渟
のの
縣縣
のの
陶陶
邑邑
でで
見見

つつ
けけ
てて
会会
ええ
たた
。。
群群
臣臣
のの
前前
でで
太太
田田
田田
根根
子子
にに
問問
うう
。。「「
汝汝
はは
其其

れれ
誰誰
がが
子子
ぞぞ
。。」」
とと
のの
たた
まま
ふふ
。。
対対
へへ
曰曰
はは
くく
「「
父父
をを
ばば
大大
物物
主主
大大

神神
とと
曰曰
すす
。。
母母
をを
ばば
活活
玉玉
依依
姫姫
とと
曰曰
すす
。。
陶陶
津津
耳耳
のの
娘娘
なな
りり
。。」」
とと

いい
ふふ
。。
物物
部部
連連
のの
祖祖
・・
伊伊
香香
色色
雄雄
にに
占占
わわ
せせ
てて
吉吉
しし
とと
なな
りり
、、
太太

田田
田田
根根
子子
をを
「「
大大
物物
主主
大大
神神
をを
祭祭
るる
三三
輪輪
神神
社社
」」
のの
神神
主主
にに
すす
るる

とと
、、
疫疫
病病
がが
治治
まま
っっ
たた
。。『『
・・
・・
疫疫
病病
はは
じじ
めめ
てて
息息
見見
てて
・・
・・
』』  

太太
田田
田田
根根
子子
のの
父父
とと
しし
てて
記記
ささ
れれ
たた
「「
大大
物物
主主
」」
とと
はは
何何
者者
かか
。。  

紀紀
「「
崇崇
神神
紀紀
」」
のの
中中
でで
読読
みみ
取取
るる
とと
、、
崇崇
神神
王王
権権
をを
凌凌
駕駕
すす
るる

力力
をを
過過
去去
にに
持持
っっ
てて
いい
たた
主主
とと
考考
ええ
らら
れれ
、、
崇崇
神神
天天
皇皇
家家
のの
遥遥
かか

以以
前前
にに
、、
三三
輪輪
山山
をを
中中
心心
とと
しし
たた
地地
域域
にに
別別
系系
統統
のの
王王
権権
がが
存存
在在

しし
たた
ここ
とと
をを
思思
わわ
せせ
るる
。。
紀紀
記記
神神
話話
・・
先先
代代
旧旧
事事
本本
紀紀
にに
もも
、、
神神

武武
以以
前前
にに
物物
部部
氏氏
のの
祖祖
饒饒
速速
日日
命命
がが
河河
内内
にに
先先
住住
しし
たた
ここ
とと
がが

記記
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。    

『『
崇崇
神神
紀紀
』』
のの
太太
田田
田田
根根
子子
はは
、、
陶陶
邑邑((

五五
世世
紀紀
にに
発発
祥祥))

にに
住住

みみ
、、
母母
はは
活活
玉玉
依依
姫姫
とと
いい
うう
陶陶
津津
耳耳
（（
長長
））
のの
娘娘  

でで
ああ
るる
。。  

奇奇
特特
なな
現現
象象
にに
関関
わわ
るる
「「
陶陶
邑邑
」」
とと
はは
？？  

「「
陶陶
邑邑
」」
はは
百百
舌舌
鳥鳥
古古
墳墳
群群
とと
同同
時時
期期
、、
隣隣
接接
地地
域域
にに
つつ
くく
らら

れれ
たた
当当
時時
のの
ハハ
イイ
テテ
クク
産産
業業
泉泉
北北
古古
窯窯
祉祉
群群
集集
落落
のの
ひひ
とと
つつ
。。  

「「
陶陶
器器
山山((

ＭＭ
ＴＴ))

地地
区区
」」((

堺堺
市市
中中
区区
上上
之之))

にに
ああ
りり
、、
日日
本本
書書
紀紀

のの
話話
をを
なな
ぞぞ
るる
かか
のの
よよ
うう
にに
「「
陶陶
荒荒
田田
神神
社社
」」((

式式
内内
社社))

がが
、、
巨巨

墳墳
・・
大大
仙仙
古古
墳墳
かか
らら
東東
南南
約約
六六
㎞㎞
のの
地地
点点
にに
ああ
るる
。。  

祭祭
神神
はは
高高
御御
産産
霊霊
大大
神神
・・
剣剣
根根
命命
高高
御御
産産
霊霊
大大
神神
はは
、、
紀紀
記記
天天

孫孫
降降
臨臨
神神
話話
のの
重重
要要
人人
物物
。。
まま
たた
、、
剣剣
根根
命命
はは
カカ
ツツ
ララ
ギギ
族族
のの
祖祖
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とと
伝伝
ええ
らら
れれ
、、
延延
喜喜
式式
作作
成成
者者
はは
『『
紀紀
記記
』』
にに
従従
いい
式式
内内
社社
にに
しし

たた
。。
他他
方方
、、
ここ
のの
神神
社社
はは
土土
豪豪
・・
荒荒
田田
直直
のの
氏氏
神神
でで
ああ
りり
、、
夏夏
祭

りり
にに
「「
だだ
んん
じじ
りり
」」
がが
出出
るる
。。  

泉泉
北北
古古
窯窯
祉祉
群群
のの
広広
大大
なな
遺遺
跡跡
のの
存存
在在
がが
見見
つつ
かか
るる
のの
はは
、、
昭昭

和和
三三
〇〇
年年((

一一
九九
五五
五五
年年))

、、
ニニ
ュュ
ーー
タタ
ウウ
ンン
建建
設設
のの
たた
めめ
にに
泉泉
北北

丘丘
陵陵
のの
雑雑
木木
林林
をを
伐伐
採採
しし
てて
いい
るる
時時
でで
ああ
っっ
たた
。。  

  
  

調調
査査
はは
、、
一一
九九
六六
一一
年年
かか
らら
開開
始始
ささ
れれ
、、
泉泉
北北
丘丘
陵陵
にに
広広
がが
るる

須須
恵恵
器器
生生
産産
遺遺
跡跡
群群
はは
、、
「「
現現
在在
のの
堺堺
市市
南南
区区((

全全
域域))

・・
大大
阪阪
狭狭

山山
市市
のの
一一
部部
分分
・・
和和
泉泉
市市
のの
一一
部部
分分
・・
岸岸
和和
田田
市市
のの
一一
部部
分分
」」
でで

ああ
りり
、、
約約
千千
基基
のの
窯窯
跡跡
がが
見見
つつ
かか
りり
、、
初初
期期
のの
窯窯
はは
古古
墳墳
時時
代代
五五

世世
紀紀
前前
半半
のの
巨巨
大大
古古
墳墳
「「
百百
舌舌
鳥鳥
陵陵
南南
古古
墳墳((
伝伝
履履
中中
陵陵))

」」
とと
同同

時時
期期
にに
つつ
くく
らら
れれ
、、
増増
減減
をを
経経
てて
八八
世世
紀紀
・・
奈奈
良良
時時
代代
まま
でで
稼稼
働働

しし
たた
ここ
とと
がが
判判
明明
しし
たた
。。  

百百
舌舌
鳥鳥
古古
墳墳
築築
造造
以以
前前
はは
、、
百百
舌舌
鳥鳥
野野
とと
呼呼
ばば
れれ
たた
原原
野野
にに
続続

くく
雑雑
木木
林林
でで
、、『『
崇崇
神神
紀紀
』』
のの
時時
代代
にに
はは
陶陶
邑邑
のの
影影
もも
形形
もも
なな
いい
。。  

【【
図図
１１  

百百
舌舌
鳥鳥
古古
墳墳
群群
にに
隣隣
接接
すす
るる
陶陶
器器
窯窯
跡跡
群群
】】  

    

    

       

（（
原原
典典
『『
泉泉
北北
丘丘
陵陵
にに
広広
がが
るる
須須
恵恵
器器
窯窯
』』
加加
筆筆  

品品
川川
））  

ここ
のの
地地
にに
、、
小小
阪阪
遺遺
跡跡
・・
野野
々々
井井
遺遺
跡跡
・・
踞踞
尾尾
遺遺
跡跡
・・
大大
庭庭
寺寺

遺遺
跡跡
がが
ああ
りり
、、
次次
のの
記記
述述
がが
ああ
るる
。。  

「「
大大
庭庭
寺寺
遺遺
跡跡
はは
、、
栂栂
丘丘
陵陵
北北
東東
のの
辺辺
縁縁
部部
のの
段段
丘丘
上上
にに
形形
成成

ささ
れれ
たた
集集
落落
遺遺
跡跡
でで
ああ
るる
。。
竪竪
穴穴
住住
居居
・・
溝溝
・・
土土
器器
溜溜
まま
りり
・・
初初

期期
須須
恵恵
器器
窯窯
なな
どど
のの
遺遺
構構
がが
検検
出出
ささ
れれ
、、
初初
期期
段段
階階
須須
恵恵
器器
をを
主主

とと
すす
るる
。。
特特
にに
、、
遺遺
物物
にに
渡渡
来来
系系
のの
軟軟
質質
土土
器器
がが
目目
立立
つつ
ここ
とと
かか

らら
、、
ここ
のの
集集
落落
はは
渡渡
来来
系系
集集
団団
とと
思思
わわ
れれ
るる
」」((

出出
典典
『『
泉泉
北北
丘丘
陵陵

にに
広広
がが
るる
須須
恵恵
器器
窯窯
』』))  

発発
掘掘
ささ
れれ
たた
約約
千千
基基
にに
及及
ぶぶ
窯窯
跡跡
のの
灰灰
原原
かか
らら
採採
取取
ささ
れれ
たた

須須
恵恵
器器
片片
をを
整整
理理
。。
形形
のの
変変
遷遷
にに
着着
目目
・・
分分
類類
しし
てて
「「
須須
恵恵
器器
編編

年年
表表
」」
がが
作作
成成
ささ
れれ
、、
須須
恵恵
器器
のの
製製
作作
年年
代代
をを
判判
断断
すす
るる
物物
差差
しし

がが
出出
来来
たた
。。((

元元
大大
阪阪
府府
文文
化化
財財
課課  

仲仲
村村
浩浩
氏氏
のの
研研
究究
・・
作作
成成))  

【【
図図
２２  

泉泉
北北
須須
恵恵
器器
編編
年年
表表
】】  

                                        

五五
世世
紀紀
以以
前前
のの
須須
恵恵
器器
はは
出出
土土
しし
なな
いい
。。  

問問
題題
点点
はは
、、『『
崇崇
神神
紀紀
』』
にに
記記
載載
ささ
れれ
たた
和和
泉泉
・・
大大
鳥鳥
郡郡
陶陶
邑邑

がが
、、
崇崇
神神
時時
代代
かか
らら
実実
在在
すす
るる
かか
のの
よよ
うう
にに
誤誤
っっ
てて
解解
釈釈
ささ
れれ
てて

きき
たた
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。  

  

崇崇
神神
時時
代代
のの
年年
代代
にに
つつ
いい
てて
はは
諸諸
説説
ああ
るる
がが
、、『『
崇崇
神神
紀紀
』』
がが

記記
すす
「「
箸箸
墓墓
古古
墳墳
」」
をを
基基
にに
推推
定定
すす
るる
とと
、、
三三
世世
紀紀
後後
半半
にに
なな
りり
、、

他他
方方
、、
陶陶
村村
のの
実実
在在
はは
五五
世世
紀紀
前前
半半
以以
後後
でで
ああ
りり
、、
太太
田田
田田
根根
子子

のの
生生
きき
たた
時時
代代
がが
一一
致致
しし
なな
いい
。。  

『『
崇崇
神神
紀紀
七七
年年
条条
』』
はは
、、
二二
つつ
のの
異異
なな
るる
時時
代代
のの
出出
来来
事事
をを
同同

時時
代代
とと
しし
てて
述述
作作
しし
たた
パパ
ッッ
チチ
ワワ
ーー
クク
。。
ここ
のの
パパ
ッッ
チチ
ワワ
ーー
クク
かか

らら
、、「「
敬敬
いい
畏畏
れれ
ねね
ばば
なな
らら
なな
いい
疫疫
病病
終終
焉焉
のの
力力
をを
示示
すす
大大
物物
主主
」」

とと
陶陶
邑邑
がが
結結
びび
付付
くく
謎謎
解解
きき
をを
しし
たた
いい
。。  

崇崇
神神
時時
代代
にに
使使
わわ
れれ
てて
いい
たた
のの
はは
、、
八八
百百
度度
未未
満満
のの
焚焚
火火
でで
容容

易易
にに
造造
れれ
るる
赤赤
色色
まま
たた
はは
、、
褐褐
色色
のの
滲滲
出出
性性
がが
ああ
るる
素素
焼焼
きき
のの
土土

器器((

土土
師師
器器))

。。「「
中中
国国
でで
陶陶
器器
がが
誕誕
生生
しし
たた
のの
はは
、、
紀紀
元元
前前
千千
五五

百百
年年
前前
でで
ああ
りり
、、
紀紀
元元
前前
三三
百百
年年
にに
はは
、、
有有
名名
なな
秦秦
始始
皇皇
帝帝
陵陵
のの

等等
身身
大大
のの
将将
軍軍
やや
騎騎
兵兵
、、
歩歩
兵兵
、、
官官
人人
なな
どど
がが
「「
陶陶
器器
」」
でで
作作
らら

れれ
、、
彩彩
色色
しし
てて
埋埋
葬葬
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。  

朝朝
鮮鮮
半半
島島
でで
はは
、、
前前
漢漢
にに
よよ
るる
楽楽
浪浪
郡郡((

ＢＢ
ＣＣ
一一
〇〇
八八
～～
ＡＡ
ＣＣ

一一
三三))

設設
置置
にに
よよ
りり
、、
技技
術術
がが
伝伝
ええ
らら
れれ
、、
穴穴
窯窯
でで((

千千
二二
百百
度度))

  

のの
高高
火火
度度
でで
焼焼
成成
すす
るる
青青
灰灰
色色
をを
呈呈
すす
るる
陶陶
質質
土土
器器((

炻炻
器器
〈〈
セセ

キキ
キキ
〉〉))

がが
登登
場場
。。
ここ
のの
炻炻
器器
作作
成成
技技
術術
がが
五五
世世
紀紀
のの
倭倭
国国
にに
伝伝

ええ
らら
れれ
てて
須須
恵恵
器器
とと
呼呼
ばば
れれ
たた
。。」」
。。
出出
典典
・・『『「「
アア
ジジ
アア
陶陶
芸芸
史史
」」  

陶陶
器器
（（
陶陶
質質
土土
器器
））
はは
固固
くく
滲滲
出出
性性
がが
無無
いい
。。  

崇崇
神神
時時
代代
にに
はは
陶陶
質質
土土
器器
のの
須須
恵恵
器器
をを
作作
るる
技技
術術
がが
無無
くく
、、
文文

明明
格格
差差
はは
住住
居居
・・
製製
鉄鉄
・・
金金
属属
加加
工工
・・
文文
字字
文文
化化
にに
もも
及及
ぶぶ
。。  

「「
朝朝
鮮鮮
半半
島島
かか
らら
陶陶
質質
土土
器器
製製
作作
技技
術術
者者
をを
招招
きき
、、
穴穴
窯窯
をを
用用

いい
高高
火火
度度
のの
還還
元元
炎炎
焼焼
成成
でで
須須
恵恵
器器
をを
作作
ろろ
うう
とと
しし
たた
。。
定定
着着
すす

るる
以以
前前
のの
須須
恵恵
器器
生生
産産
はは
、、
福福
岡岡
県県
かか
らら
瀬瀬
戸戸
内内
海海
地地
域域
でで
発発
見見

ささ
れれ
てて
いい
るる
がが
、、
本本
格格
的的
生生
産産
がが
確確
認認
ささ
れれ
たた
のの
はは
大大
阪阪
府府
大大
庭庭

寺寺
遺遺
跡跡
でで
ああ
るる
。。((

略略))

そそ
のの
後後
のの
須須
恵恵
器器
生生
産産
はは
、、
ここ
のの
大大
庭庭
寺寺

遺遺
跡跡
周周
辺辺
にに
展展
開開
すす
るる
陶陶
村村
窯窯
祉祉
群群
でで
急急
速速
にに
発発
展展
すす
るる
がが
、、
ここ
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「「
大大
庭庭
造造((

筑筑
前前
・・
上上
座座
郡郡
把把
伎伎
郷郷
大大
庭庭
村村))((

和和
泉泉
・・
大大
鳥鳥
郡郡
大大

庭庭))

」」
とと
記記
すす
。。」」((

出出
典典  

『『
古古
代代
物物
部部
氏氏
とと
先先
代代
旧旧
事事
本本
紀紀
のの
謎謎
』』))

母母
村村
・・
筑筑
前前
上上
座座
郡郡
把把
伎伎
郷郷
大大
庭庭
村村
はは
、、
現現
在在
もも
「「
福福
岡岡
県県
朝朝
倉倉

市市
大大
庭庭
」」
とと
しし
てて
存存
在在
しし
てて
、、
和和
泉泉
・・
大大
鳥鳥
郡郡
大大
庭庭
村村
のの
原原
点点((

母母

村村))

にに
推推
定定
でで
きき
るる
。。  

【【
図図
４４  

九九
州州
にに
存存
在在
すす
るる
大大
庭庭
村村
のの
母母
村村
のの
地地
図図
】】  

                                        

((

筑筑
前前
上上
座座
郡郡
把把
伎伎
郷郷
大大
庭庭
村村
はは
、、
現現
・・
福福
岡岡
県県
朝朝
倉倉
市市
大大
庭庭
））  

大大
物物
主主
とと
陶陶
村村
のの
関関
係係
はは
、、
陶陶
村村
発発
祥祥
地地
のの
第第
一一
号号
窯窯
「「
大大
庭庭
」」

((

現現
、、
堺堺
市市
南南
区区
大大
庭庭
寺寺))

のの
母母
村村
・・
筑筑
前前
把把
岐岐
郡郡
大大
庭庭
にに
居居
住住
しし

たた
古古
代代
筑筑
紫紫
のの
原原
始始
物物
部部
族族
集集
団団
とと
のの
繋繋
がが
りり
をを
示示
すす
。。  

原原
始始
物物
部部
族族
はは
、、
紀紀
元元
前前
九九
世世
紀紀
かか
らら
、、
東東
にに
向向
けけ
てて
水水
田田
稲稲

作作
開開
拓拓
地地
をを
求求
めめ
てて
移移
民民
をを
重重
ねね
、、
紀紀
元元
前前
七七
世世
紀紀
ごご
ろろ
河河
内内
湾湾

岸岸
にに
辿辿
りり
着着
きき
、、
そそ
のの
一一
員員
「「
大大
庭庭
物物
部部
造造
」」
族族
がが
、、
百百
舌舌
鳥鳥
南南

のの
丘丘
陵陵
地地
にに
移移
りり
住住
みみ
、、
五五
世世
紀紀
にに
朝朝
鮮鮮
半半
島島
のの
作作
陶陶
技技
術術
者者
をを

招招
きき
、、
雇雇
用用
しし
てて
須須
恵恵
器器
生生
産産
をを
経経
営営
しし
たた
とと
考考
ええ
るる
。。  

泉泉
北北
陶陶
窯窯
趾趾
群群
にに
はは
、、
高高
蔵蔵
・・
片片
蔵蔵
・・
富富
蔵蔵
のの
地地
名名
・・
寺寺
社社
（（
高高

蔵蔵
寺寺
・・
桜桜
井井
神神
社社
・・
感感
応応
寺寺
））
がが
ああ
りり
、、
陶陶
器器
のの
保保
管管
・・
集集
配配
送送

セセ
ンン
タタ
ーー
とと
推推
定定
ささ
れれ
、、
小小
船船
にに
積積
まま
れれ
たた
品品
はは
和和
田田
川川
・・
前前
田田

川川
・・
陶陶
器器
川川
かか
らら
石石
津津
川川
にに
出出
てて
、、
石石
津津
湊湊
かか
らら
運運
ばば
れれ
たた
。。  

原原
料料
のの
採採
掘掘
運運
搬搬
・・
穴穴
窯窯
作作
成成
・・
燃燃
料料
伐伐
採採
・・
作作
陶陶
焼焼
成成
・・
製製

品品
管管
理理
・・
集集
配配
等等
のの
分分
業業
をを
『『
大大
庭庭
物物
部部
造造
』』
族族
がが
統統
率率
経経
営営
。。  

『『
古古
事事
記記
』』
でで
はは
崇崇
神神
天天
皇皇
のの
御御
代代
、、
「「
河河
内内
のの
美美
努努
村村
にに
そそ

のの
人人
をを
見見
ええ
てて
貢貢
進進
りり
きき
」」
とと
記記
しし
、、
大大
田田
田田
根根
子子
はは
河河
内内
若若
江江

郡郡
三三
野野
郷郷
村村
にに
住住
んん
でで
いい
たた
とと
すす
るる
。。
「「
見見
努努((

御御
野野))((

三三
野野))

」」

はは
現現
在在
のの
八八
尾尾
市市
上上
ノノ
島島
町町
南南
にに
ああ
りり
古古
代代
のの
大大
王王
家家
直直
轄轄
地地
・・

御御
野野
県県
主主
神神
社社
がが
旧旧
大大
和和
川川
玉玉
櫛櫛
川川
堤堤
防防
沿沿
いい
にに
位位
置置
しし
、、
境境
内内

にに
はは
堤堤
防防
のの
一一
部部
分分
がが
残残
りり
、、
鬱鬱
蒼蒼
とと
しし
たた
木木
立立
がが
見見
事事
。。  

しし
かか
しし
、、
河河
内内
のの
美美
努努
村村
はは
「「
窯窯
業業
生生
産産
とと
のの
関関
係係
かか
らら
見見
れれ

ばば
可可
能能
性性
はは
なな
いい
」」。。((

出出
典典
『『
泉泉
北北
丘丘
陵陵
にに
広広
がが
るる
須須
恵恵
器器
窯窯
』』))   

「「
僕僕
はは
、、
大大
物物
主主
のの
大大
神神
、、
陶陶
津津
耳耳
命命
のの
女女
活活
玉玉
依依
毘毘
売売
をを
娶娶

しし
てて
生生
みみ
まま
しし
しし
子子
、、
名名
はは
櫛櫛
御御
方方
命命
のの
子子
、、
飯飯
方方
巣巣
見見
命命
のの
子子
、、

タタ
ケケ
ミミ
カカ
ヅヅ
チチ
命命
のの
子子
、、
僕僕
はは
意意
富富
多多
多多
泥泥
古古
ぞぞ
」」
とと
曰
き
、
と
。

((

『『
古古
事事
記記  

』』
三三
輪輪
山山
のの
大大
物物
主主
神神))

  

『『
日日
本本
書書
紀紀
』』
のの
記記
述述
とと
異異
なな
るる
『『
古古
事事
記記
』』
のの
地地
名名
・・
河河
内内

のの
美美
努努
村村
はは
、、
旧旧
大大
和和
川川
玉玉
櫛櫛
川川
流流
域域
にに
、、
物物
部部
族族
がが
紀紀
元元
前前
七七

世世
紀紀
頃頃
、、
初初
期期
水水
田田
稲稲
作作
地地
をを
開開
拓拓
しし
たた
ここ
とと
をを
示示
唆唆
。。  

『『
先先
代代
旧旧
事事
本本
紀紀
』』
にに
よよ
るる
とと
降降
臨臨
伝伝
説説
のの
天天
磐磐
船船
をを
操操
っっ
たた

六六
氏氏
族族
のの
名名
前前
がが
書書
いい
てて
ああ
るる
。。  

⊡⊡

船船
長長
跡跡
部部
首首
らら
のの
祖祖
、、
天天
津津
羽羽
原原  

((

筑筑
前前))

鞍鞍
手手
郡郡
勝勝
田田
郷郷((

河河

内内))

渋渋
川川
郡郡
跡跡
部部
郷郷
。。  

⊡⊡

舵舵
取取
阿阿
刀刀
造造
らら
のの
祖祖
大大
麻麻
良良  

((

河河
内内))

渋渋
川川
郡郡
跡跡
部部
郷郷
。。  

⊡⊡

船船
子子
倭倭
鍛鍛
師師
らら
のの
祖祖
、、
天天
津津
真真
浦浦  

⊡⊡

笠笠
縫縫
らら
のの
祖祖
、、
天天
津津
麻麻
良良  ((

摂摂
津津))

東東
成成
郡郡
笠笠
縫縫
村村  

⊡⊡

曾曾
曾曾
笠笠
縫縫
らら
のの
祖祖
、、
天天
津津
赤赤
麻麻
良良((

大大
和和))

十十
市市
郡郡
飯飯
富富
郷郷
笠笠
縫縫

⊡⊡

為為
奈奈
部部
らら
のの
祖祖
、、
天天
津津
赤赤
星星  ((

摂摂
津津))

河河
辺辺
郡郡
為為
奈奈
郷郷
。。  

ここ
のの
ああ
とと
にに
続続
いい
てて
降降
臨臨
にに
供供
奉奉
しし
たた
三三
十十
四四
族族
をを
列列
記記
。。  

六六
氏氏
族族
はは
物物
部部
本本
宗宗
直直
属属
のの
一一
族族
でで
ああ
りり
、、
船船
長長
のの
跡跡
部部
のの
子子

孫孫
でで
現現
地地
にに
残残
っっ
たた
もも
のの
はは
、、
天天
文文
年年
間間
・・
鞍鞍
手手
郡郡
のの
剣剣
岳岳
城城
主主
・・

跡跡
部部
安安
芸芸
守守
とと
しし
てて
地地
方方
のの
有有
力力
者者
にに
なな
っっ
てて
いい
るる
。。  

  
  

他他
方方
、、
河河
内内
にに
移移
住住
しし
たた
物物
部部
本本
宗宗
直直
属属
のの
跡跡
部部
はは
、、「「
亀亀
井井

村村
跡跡
部部
にに
住住
みみ
、、
現現
在在
でで
もも
八八
尾尾
市市
跡跡
部部
にに
式式
内内
小小
社社
がが
ああ
るる
。。」」

（（
出出
典典
『『
古古
代代
物物
部部
氏氏
とと
先先
代代
旧旧
事事
本本
紀紀
』』））  

注注
目目
すす
るる
のの
はは
、、
渋渋
川川
郡郡
跡跡
部部
郷郷((

八八
尾尾
市市
跡跡
部部))
がが
古古
大大
和和
川川

本本
流流((

長長
瀬瀬
川川))

のの
中中
央央
にに
位位
置置
すす
るる
交交
通通
のの
要要
衝衝
でで
ああ
りり
、、
物物
部部

本本
宗宗
がが
古古
大大
和和
川川
水水
系系
のの
水水
運運
・・
灌灌
漑漑
網網
管管
理理
・・
交交
易易
すす
るる
場場
所所

にに
適適
しし
たた
地地
形形
。。((

実実
例例  

六六
世世
紀紀
・・
物物
部部
守守
屋屋
のの
領領
域域
をを
参参
考考))  

先先
にに
述述
べべ
たた
『『
古古
事事
記記
』』
河河
内内
のの
美美
努努
村村
伝伝
承承
はは
古古
大大
和和
川川
支支

流流
玉玉
櫛櫛
川川
のの
水水
運運
・・
灌灌
漑漑
水水
路路
網網
をを
掌掌
握握
しし
たた
物物
部部
族族
をを
示示
唆唆
しし
、、

河河
内内
のの
古古
大大
和和
川川
水水
系系
のの
土土
地地
をを
水水
田田
稲稲
作作
地地
にに
開開
拓拓
、、
経経
営営
しし

たた
ここ
とと
をを
物物
語語
るる
。。
大大
和和
川川
水水
系系
をを
制制
すす
るる
者者
はは
、、
河河
内内
をを
制制
すす

るる
。。
物物
部部
族族
はは
河河
内内
全全
域域
をを
経経
営営
しし
たた
。。  

歴歴
史史
学学
者者
・・
森森
浩浩
一一
氏氏
はは
、、『『
大大
阪阪
府府
史史
』』
でで
述述
べべ
るる
。。「「
陶陶
荒荒

田田
神神
社社
のの
字字
名名
をを
「「
太太
田田
」」
とと
言言
いい
、、
三三
輪輪
山山
麓麓
のの
北北
西西
にに
もも
「「
太太

田田
」」
とと
言言
うう
地地
名名
がが
ああ
っっ
てて
古古
墳墳
前前
期期
以以
来来
のの
大大
きき
なな
集集
落落
遺遺
跡跡

がが
判判
明明
しし
「「
太太
田田
遺遺
跡跡
」」
とと
もも
言言
うう
がが
、、
最最
近近
はは
纏纏
向向
遺遺
跡跡
のの
名

称称
にに
統統
一一
ささ
れれ
祭祭
祀祀
にに
関関
すす
るる
遺遺
構構
のの
多多
いい
点点
でで
もも
注注
目目
ささ
れれ

てて
いい
るる
。。」」（（
ＰＰ
七七
八八
〇〇
））  

「「
太太
田田
田田
根根
子子
のの
説説
話話
のの
骨骨
組組
みみ
はは
、、
大大
阪阪
府府
南南
部部
のの
須須
恵恵
器器

生生
産産
地地
帯帯
にに
新新
しし
いい
タタ
イイ
ププ
のの
祭祭
政政
推推
進進
者者
がが
いい
てて
、、
そそ
れれ
にに
大大

和和
のの
象象
徴徴
とと
もも
いい
うう
べべ
きき
三三
輪輪
山山
のの
祭祭
祀祀
をを
執執
行行
ささ
せせ
、、
政政
治治
的的

平平
静静
をを
回回
復復
しし
たた
。。」」（（
ＰＰ
七七
八八
四四
））  

  
  

五五
世世
紀紀
、、
河河
内内
のの
手手
工工
業業
多多
量量
生生
産産
地地((

泉泉
北北
古古
窯窯
祉祉
、、
大大
県県

遺遺
跡跡
・・
森森
遺遺
跡跡))

開開
発発
とと
大大
和和
川川
水水
系系
運運
営営
にに
関関
わわ
っっ
たた
物物
部部
族族

をを
主主
軸軸
にに
しし
てて
「「
百百
舌舌
鳥鳥
古古
市市
古古
墳墳
群群
」」
がが
出出
現現
すす
るる
。。  

「「
百百
舌舌
鳥鳥
古古
市市
古古
墳墳
群群
」」
のの
特特
色色
はは
、、
未未
だだ
鉄鉄
製製
品品
がが
貴貴
重重
なな

時時
代代
にに
、、
鉄鉄
製製
・・
剣剣
・・
短短
甲甲
出出
土土
数数
量量
がが
、、
他他
のの
地地
域域
にに
比比
べべ
てて

圧圧
倒倒
的的
にに
多多
くく
なな
っっ
たた
変変
化化
でで
ああ
るる
。。  

 

のの
地地
域域
はは  

『『
日日
本本
書書
紀紀
』』
崇崇
神神
七七
年年
条条
にに
ああ
るる
「「
茅茅
渟渟
県県
陶陶
村村
」」

にに
相相
当当
すす
るる
。。
そそ
のの
後後
、、
全全
国国
にに
拡拡
散散
しし
各各
地地
でで
生生
産産
ささ
れれ
るる
よよ

うう
にに
なな
っっ
たた
がが
、、
そそ
のの
背背
景景
にに
はは
生生
活活
用用
具具
とと
しし
てて
のの
需需
要要
とと
とと

もも
にに
古古
墳墳
へへ
のの
副副
葬葬
品品
とと
しし
てて
多多
くく
のの
需需
要要
がが
ああ
っっ
たた
ここ
とと
にに

もも
由由
来来
すす
るる
。。」」((
出出
典典
『『
アア
ジジ
アア
陶陶
芸芸
史史
』』))

。。  

「「
陶陶
器器
」」
にに
はは
原原
料料
のの
土土
質質
がが
重重
要要
でで
ああ
りり
、、
泉泉
北北
陶陶
窯窯
跡跡
群群

のの
粘粘
土土
採採
取取
地地
をを
丈丈
六六
（（
現現
・・
堺堺
市市
東東
区区
・・
大大
山山
古古
墳墳
のの
東東
南南
五五
．．

七七
㎞㎞
。。  

標標
高高
六六
〇〇
ｍｍ  

））
にに
見見
付付
けけ
るる
ここ
とと
がが
出出
来来
たた
。。
陶陶
器器
はは

淡淡
水水
成成
粘粘
土土
をを
必必
要要
とと
しし
、、
適適
質質
なな
粘粘
土土
採採
取取
地地
をを
探探
すす
技技
術術
はは

容容
易易
でで
はは
なな
いい
。。
経経
験験
をを
積積
んん
だだ
大大
陸陸
のの
技技
術術
者者
をを
招招
くく
にに
はは
、、

土土
地地
・・
住住
居居
をを
用用
意意
しし
てて
、、
生生
業業
がが
軌軌
道道
にに
乗乗
るる
まま
でで
のの
生生
活活
保保

障障
をを
すす
るる
地地
元元
豪豪
族族
がが
必必
要要
でで
ああ
りり
、、
経経
営営
者者
がが
存存
在在
しし
たた
。。  

丈丈
六六
かか
らら
二二
ｋｋ
ｍｍ
南南
にに
、、
陶陶
村村
とと
陶陶
荒荒
田田
神神
社社((
堺堺
市市
中中
区区
上上

之之
、、
標標
高高
七七
一一
ｍｍ
））
がが
在在
りり
、、
離離
れれ
てて
初初
期期
のの
窯窯
祉祉
・・
大大
庭庭((

寺寺))

（（
堺堺
市市
南南
区区
大大
庭庭
寺寺
、、
標標
高高
三三
一一
．．
四四
ｍｍ
））
がが
ああ
るる
。。  

そそ
のの
大大
庭庭
かか
らら
登登
りり
窯窯
をを
持持
つつ
集集
落落
がが
始始
まま
りり
百百
舌舌
鳥鳥
古古
墳墳

群群
南南
東東
斜斜
面面
にに
散散
在在
しし
てて
増増
ええ
、、
広広
いい
須須
恵恵
器器
窯窯
群群
にに
なな
っっ
てて
八八

世世
紀紀
まま
でで
続続
いい
たた
。。
ここ
のの
斜斜
面面
にに
はは
、、
登登
りり
窯窯
にに
適適
切切
なな
緩緩
いい
勾勾

配配
とと
燃燃
料料
にに
出出
来来
るる
雑雑
木木
林林
がが
ああ
りり
、、
条条
件件
をを
満満
たた
しし
たた
。。  

『『
紀紀
』』
のの
編編
集集
状状
況況
にに
つつ
いい
てて
『『
日日
本本
書書
紀紀
のの
謎謎
をを
解解
くく
』』

（（
森森  

博博
達達
））
はは
記記
すす
。。  

「「
持持
統統
五五
年年
（（
六六
九九
五五
年年
））
唐唐
人人
・・
續續
守守
言言
がが
雄雄
略略
紀紀
かか
らら
のの

述述
作作
、、
薩薩
弘弘
格格
がが
皇皇
極極
紀紀
かか
らら
のの
述述
作作
をを
担担
当当
しし
たた
。。
慶慶
雲雲
三三
年年

((

七七
〇〇
七七
年年))

突突
如如
、、
文文
章章
博博
士士
山山
田田
史史
御御
方方
はは
、、
神神
代代
かか
らら
安安
康康

紀紀
まま
でで
のの
述述
作作
をを
命命
じじ
らら
れれ
たた
。。」」  

『『
崇崇
神神
紀紀
』』
述述
作作
にに
際際
しし
てて
、、
山山
田田
史史
御御
方方
はは
、、
自自
身身
のの
時時
代代

よよ
りり
もも
約約
二二
五五
〇〇
年年
前前
、、
百百
舌舌
鳥鳥
古古
墳墳
群群
のの
近近
傍傍
でで
、、
初初
めめ
てて
陶陶

質質
のの
須須
恵恵
器器
がが
多多
量量
生生
産産
ささ
れれ
たた
事事
実実
をを
知知
らら
なな
かか
っっ
たた
のの
かか
。。  

三三
輪輪
山山
祭祭
祀祀
のの
主主
・・
大大
物物
主主
とと
、、
そそ
のの
子子
孫孫
がが
、、
何何
故故
陶陶
村村
とと

関関
わわ
るる
のの
かか
。。
疑疑
問問
がが
、、
次次
々々
にに
生生
まま
れれ
るる
。。  

初初
期期
のの
窯窯
「「
大大
庭庭
」」
窯窯
のの
地地
名名
のの
伝伝
播播
をを
物物
部部
氏氏
のの
氏氏
族族
伝伝
承承

『『
先先
代代
旧旧
事事
本本
紀紀
』』
かか
らら
求求
めめ
たた
いい
。。  

  

日日
本本
史史
家家
・・
鳥鳥
越越
憲憲
三三
郎郎
氏氏
はは
、、
述述
べべ
るる
。。
「「
物物
部部
氏氏
のの
降降
臨臨

伝伝
承承
にに
はは
、、
降降
臨臨
にに
供供
奉奉
しし
たた
三三
十十
四四
族族
がが
列列
記記
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。」」  

  
  

そそ
のの
中中
にに
、、「「
片片
野野
物物
部部
」」「「
大大
庭庭
造造
」」
がが
ああ
るる
。。  

先先
にに
、、「「
片片
野野
物物
部部
」」
かか
らら
述述
べべ
るる
。。  

降降
臨臨
伝伝
承承
はは
、、
物物
部部
族族
がが
船船
でで
河河
内内
・・
哮哮
ヶヶ
峰峰
にに
到到
着着
しし
たた
ここ

とと
をを
記記
しし
、、
乗乗
船船
しし
てて
いい
たた
磐磐
船船
がが
、、
磐磐
船船
神神
社社
にに
残残
るる
とと
言言
うう
。。  

［［
近近
くく
のの
ＪＪ
ＲＲ
河河
内内
磐磐
船船
駅駅
周周
辺辺
にに
、、
五五
世世
紀紀
のの
鉄鉄
鍛鍛
治治
専専
業業

集集
落落
地地
・・
森森
遺遺
跡跡((

大大
阪阪
府府
交交
野野
市市))

がが
ああ
りり
、、
短短
甲甲
製製
作作
地地
のの
一一

つつ
にに
推推
定定
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。］］（（((

出出
典典
『『
森森
遺遺
跡跡  

』』
交交
野野
市市
教教
委委))  

  

【【
図図
３３  

森森
遺遺
跡跡
図図
】】  

                                            

遺遺
跡跡
発発
掘掘
のの
記記
録録
かか
らら
「「
森森
遺遺
跡跡
はは
、、
交交
野野
市市
森森
南南
地地
区区
にに
所所

在在
しし
、、
そそ
のの
範範
囲囲
はは
地地
区区
のの
ほほ
ぼぼ
全全
域域
にに
わわ
たた
るる
。。
市市
内内
をを
直直
交交

すす
るる
形形
でで
走走
るる
ＪＪ
ＲＲ
学学
研研
都都
市市
線線
とと
京京
阪阪
電電
鉄鉄
のの
交交
わわ
るる
とと
ここ

ろろ
、、
駅駅
名名
でで
はは
河河
内内
磐磐
船船
とと
河河
内内
森森
駅駅
周周
辺辺
をを
中中
心心
にに
しし
たた  

地地

域域
。。((

略略))

ここ
のの
地地
域域
はは
市市
内内
をを
南南
北北
にに
貫貫
くく
形形
でで
流流
れれ
るる
天天
のの
川川

のの
岸岸
がが
すす
ぐぐ
傍傍
まま
でで
迫迫
っっ
てて
おお
りり
、、
川川
のの
恩恩
恵恵
をを
うう
けけ
たた
肥肥
沃沃
なな

土土
地地
でで
ああ
っっ
たた
。。((

略略))

森森
遺遺
跡跡
はは
、、
ここ
れれ
まま
でで
のの
調調
査査
にに
よよ
りり
五五

世世
紀紀
後後
半半
～～
七七
世世
紀紀
初初
頭頭
にに
かか
けけ
てて
鍛鍛
治治
生生
産産
をを
中中
心心
とと
しし
たた

工工
人人
集集
落落
でで
ああ
るる
とと
想想
定定
しし
てて
きき
たた
。。
事事
実実
、、
フフ
イイ
ゴゴ
羽羽
口口
、、
鉄鉄

滓滓
、、
砥砥
石石
等等
がが
多多
量量
にに
出出
土土
しし
、、
ここ
れれ
にに
伴伴
っっ
てて
作作
業業
場場
とと
住住
居居

のの
分分
離離
しし
たた
掘掘
立立
柱柱
建建
物物
をを
検検
出出
しし
てて
いい
るる
」」。。((

出出
典典
『『
森森
遺遺
跡跡  

』』  

交交
野野
市市
教教
育育
委委
員員
会会))  

更更
にに
、、
森森
遺遺
跡跡
はは
、、「「
美美
作作
・・
旭旭
川川
上上
流流
・・
誕誕
生生
寺寺
流流
域域
にに
居居
住住

しし
てて
いい
たた
片片
野野
物物
部部
族族
」」
のの
一一
部部
がが
北北
河河
内内
にに
移移
住住
しし
てて
出出
来来
たた

とと
いい
うう
研研
究究
がが
ああ
るる
。。((

出出
典典
『『
片片
野野
物物
部部
氏氏
とと
鉄鉄
・・
鉄鉄
器器
生生
産産
』』

交交
野野
市市
教教
委委
・・
真真
鍋鍋
成成
史史  

二二
〇〇
一一
一一
年年))    

ＪＪ
ＲＲ
津津
山山
線線
弓弓
削削
駅駅
かか
らら
数数
キキ
ロロ
。。
片片
野野
物物
部部
所所
縁縁
のの
仏仏
教教
寺寺

がが
ああ
るる
。。
仏仏
教教
寺寺
はは
、、  

七七
一一
〇〇
年年((

和和
銅銅
三三
年年))

、、
片片
野野
物物
部部
乙乙
麻麻

呂呂
寄寄
進進
建建
立立
とと
伝伝
ええ
らら
れれ
、、
旭旭
川川
上上
流流
にに
製製
鉄鉄
関関
連連
遺遺
跡跡
がが
ああ
るる

ここ
とと
かか
らら
、、
片片
野野
乙乙
麻麻
呂呂
のの
経経
済済
力力
のの
源源
はは
製製
鉄鉄
遺遺
跡跡
にに
関関
わわ
るる

鍛鍛
治治
技技
術術
とと
推推
定定
でで
きき
るる
。。  

「「
真真
金金
吹吹
くく
吉吉
備備
のの
中中
山山
」」
とと
うう
たた
わわ
れれ
るる
がが
、、
「「
中中
山山
」」
はは

砂砂
鉄鉄
をを
産産
すす
るる
美美
作作
にに
ああ
りり
、、
美美
作作
一一
宮宮
、、
式式
内内
社社
・・
中中
山山
神神
社社

がが
鎮鎮
座座
しし
てて
いい
るる
。。
乙乙
麻麻
呂呂
のの
遙遙
かか
以以
前前
にに
移移
住住
しし
たた
祖祖
先先
のの
片片

野野
物物
部部
族族
はは
北北
河河
内内
にに
鍛鍛
治治
工工
房房
集集
落落
をを
つつ
くく
りり
、、
故故
郷郷
のの
名名
・・

カカ
タタ
ノノ
とと
名名
付付
けけ
たた
。。  

もも
うう
一一
つつ
のの
河河
内内
にに
おお
けけ
るる
大大
型型
のの
鍛鍛
治治
のの
郷郷
はは
、、
生生
駒駒
山山
麓麓

のの
西西
側側
、、
扇扇
状状
地地
上上
にに
位位
置置
すす
るる
「「
大大
県県
遺遺
跡跡
」」。。
南南
北北
六六
五五
〇〇
ⅿⅿ

東東
西西
五五
〇〇
〇〇
ⅿⅿ
、、
五五
世世
紀紀
後後
半半
かか
らら
六六
世世
紀紀
後後
半半
まま
でで
稼稼
動動
しし
たた
。。

（（
出出
典典  

『『
鍛鍛
治治
のの
郷郷
・・
大大
県県
とと
田田
辺辺
』』））  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

記記
述述
をを
陶陶
村村
にに
戻戻
しし
、、
和和
泉泉
・・
大大
鳥鳥
郡郡
大大
庭庭
のの
母母
村村
をを
探探
すす  

「「
饒饒
速速
日日
降降
臨臨
にに
供供
奉奉
しし
たた
三三
十十
四四
族族
のの
中中
にに
大大
庭庭
造造
がが
ああ
りり
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「「
大大
庭庭
造造((

筑筑
前前
・・
上上
座座
郡郡
把把
伎伎
郷郷
大大
庭庭
村村))((

和和
泉泉
・・
大大
鳥鳥
郡郡
大大

庭庭))
」」
とと
記記
すす
。。」」((

出出
典典  

『『
古古
代代
物物
部部
氏氏
とと
先先
代代
旧旧
事事
本本
紀紀
のの
謎謎
』』))

母母
村村
・・
筑筑
前前
上上
座座
郡郡
把把
伎伎
郷郷
大大
庭庭
村村
はは
、、
現現
在在
もも
「「
福福
岡岡
県県
朝朝
倉倉

市市
大大
庭庭
」」
とと
しし
てて
存存
在在
しし
てて
、、
和和
泉泉
・・
大大
鳥鳥
郡郡
大大
庭庭
村村
のの
原原
点点((

母母

村村))

にに
推推
定定
でで
きき
るる
。。  

【【
図図
４４  

九九
州州
にに
存存
在在
すす
るる
大大
庭庭
村村
のの
母母
村村
のの
地地
図図
】】  

                                        

((

筑筑
前前
上上
座座
郡郡
把把
伎伎
郷郷
大大
庭庭
村村
はは
、、
現現
・・
福福
岡岡
県県
朝朝
倉倉
市市
大大
庭庭
））  

大大
物物
主主
とと
陶陶
村村
のの
関関
係係
はは
、、
陶陶
村村
発発
祥祥
地地
のの
第第
一一
号号
窯窯
「「
大大
庭庭
」」

((

現現
、、
堺堺
市市
南南
区区
大大
庭庭
寺寺))

のの
母母
村村
・・
筑筑
前前
把把
岐岐
郡郡
大大
庭庭
にに
居居
住住
しし

たた
古古
代代
筑筑
紫紫
のの
原原
始始
物物
部部
族族
集集
団団
とと
のの
繋繋
がが
りり
をを
示示
すす
。。  

原原
始始
物物
部部
族族
はは
、、
紀紀
元元
前前
九九
世世
紀紀
かか
らら
、、
東東
にに
向向
けけ
てて
水水
田田
稲稲

作作
開開
拓拓
地地
をを
求求
めめ
てて
移移
民民
をを
重重
ねね
、、
紀紀
元元
前前
七七
世世
紀紀
ごご
ろろ
河河
内内
湾湾

岸岸
にに
辿辿
りり
着着
きき
、、
そそ
のの
一一
員員
「「
大大
庭庭
物物
部部
造造
」」
族族
がが
、、
百百
舌舌
鳥鳥
南南

のの
丘丘
陵陵
地地
にに
移移
りり
住住
みみ
、、
五五
世世
紀紀
にに
朝朝
鮮鮮
半半
島島
のの
作作
陶陶
技技
術術
者者
をを

招招
きき
、、
雇雇
用用
しし
てて
須須
恵恵
器器
生生
産産
をを
経経
営営
しし
たた
とと
考考
ええ
るる
。。  

泉泉
北北
陶陶
窯窯
趾趾
群群
にに
はは
、、
高高
蔵蔵
・・
片片
蔵蔵
・・
富富
蔵蔵
のの
地地
名名
・・
寺寺
社社
（（
高高

蔵蔵
寺寺
・・
桜桜
井井
神神
社社
・・
感感
応応
寺寺
））
がが
ああ
りり
、、
陶陶
器器
のの
保保
管管
・・
集集
配配
送送

セセ
ンン
タタ
ーー
とと
推推
定定
ささ
れれ
、、
小小
船船
にに
積積
まま
れれ
たた
品品
はは
和和
田田
川川
・・
前前
田田

川川
・・
陶陶
器器
川川
かか
らら
石石
津津
川川
にに
出出
てて
、、
石石
津津
湊湊
かか
らら
運運
ばば
れれ
たた
。。  

原原
料料
のの
採採
掘掘
運運
搬搬
・・
穴穴
窯窯
作作
成成
・・
燃燃
料料
伐伐
採採
・・
作作
陶陶
焼焼
成成
・・
製製

品品
管管
理理
・・
集集
配配
等等
のの
分分
業業
をを
『『
大大
庭庭
物物
部部
造造
』』
族族
がが
統統
率率
経経
営営
。。  

『『
古古
事事
記記
』』
でで
はは
崇崇
神神
天天
皇皇
のの
御御
代代
、、
「「
河河
内内
のの
美美
努努
村村
にに
そそ

のの
人人
をを
見見
ええ
てて
貢貢
進進
りり
きき
」」
とと
記記
しし
、、
大大
田田
田田
根根
子子
はは
河河
内内
若若
江江

郡郡
三三
野野
郷郷
村村
にに
住住
んん
でで
いい
たた
とと
すす
るる
。。
「「
見見
努努((

御御
野野))((

三三
野野))

」」

はは
現現
在在
のの
八八
尾尾
市市
上上
ノノ
島島
町町
南南
にに
ああ
りり
古古
代代
のの
大大
王王
家家
直直
轄轄
地地
・・

御御
野野
県県
主主
神神
社社
がが
旧旧
大大
和和
川川
玉玉
櫛櫛
川川
堤堤
防防
沿沿
いい
にに
位位
置置
しし
、、
境境
内内

にに
はは
堤堤
防防
のの
一一
部部
分分
がが
残残
りり
、、
鬱鬱
蒼蒼
とと
しし
たた
木木
立立
がが
見見
事事
。。  

しし
かか
しし
、、
河河
内内
のの
美美
努努
村村
はは
「「
窯窯
業業
生生
産産
とと
のの
関関
係係
かか
らら
見見
れれ

ばば
可可
能能
性性
はは
なな
いい
」」。。((

出出
典典
『『
泉泉
北北
丘丘
陵陵
にに
広広
がが
るる
須須
恵恵
器器
窯窯
』』))   

「「
僕僕
はは
、、
大大
物物
主主
のの
大大
神神
、、
陶陶
津津
耳耳
命命
のの
女女
活活
玉玉
依依
毘毘
売売
をを
娶娶

しし
てて
生生
みみ
まま
しし
しし
子子
、、
名名
はは
櫛櫛
御御
方方
命命
のの
子子
、、
飯飯
方方
巣巣
見見
命命
のの
子子
、、

タタ
ケケ
ミミ
カカ
ヅヅ
チチ
命命
のの
子子
、、
僕僕
はは
意意
富富
多多
多多
泥泥
古古
ぞぞ
」」
とと
曰
き
、
と
。

((

『『
古古
事事
記記  
』』
三三
輪輪
山山
のの
大大
物物
主主
神神))

  

『『
日日
本本
書書
紀紀
』』
のの
記記
述述
とと
異異
なな
るる
『『
古古
事事
記記
』』
のの
地地
名名
・・
河河
内内

のの
美美
努努
村村
はは
、、
旧旧
大大
和和
川川
玉玉
櫛櫛
川川
流流
域域
にに
、、
物物
部部
族族
がが
紀紀
元元
前前
七七

世世
紀紀
頃頃
、、
初初
期期
水水
田田
稲稲
作作
地地
をを
開開
拓拓
しし
たた
ここ
とと
をを
示示
唆唆
。。  

『『
先先
代代
旧旧
事事
本本
紀紀
』』
にに
よよ
るる
とと
降降
臨臨
伝伝
説説
のの
天天
磐磐
船船
をを
操操
っっ
たた

六六
氏氏
族族
のの
名名
前前
がが
書書
いい
てて
ああ
るる
。。  

⊡⊡

船船
長長
跡跡
部部
首首
らら
のの
祖祖
、、
天天
津津
羽羽
原原  

((
筑筑
前前))

鞍鞍
手手
郡郡
勝勝
田田
郷郷((

河河

内内))

渋渋
川川
郡郡
跡跡
部部
郷郷
。。  

⊡⊡

舵舵
取取
阿阿
刀刀
造造
らら
のの
祖祖
大大
麻麻
良良  

((

河河
内内))

渋渋
川川
郡郡
跡跡
部部
郷郷
。。  

⊡⊡

船船
子子
倭倭
鍛鍛
師師
らら
のの
祖祖
、、
天天
津津
真真
浦浦  

⊡⊡

笠笠
縫縫
らら
のの
祖祖
、、
天天
津津
麻麻
良良  ((

摂摂
津津))

東東
成成
郡郡
笠笠
縫縫
村村  

⊡⊡

曾曾
曾曾
笠笠
縫縫
らら
のの
祖祖
、、
天天
津津
赤赤
麻麻
良良((

大大
和和))

十十
市市
郡郡
飯飯
富富
郷郷
笠笠
縫縫

⊡⊡

為為
奈奈
部部
らら
のの
祖祖
、、
天天
津津
赤赤
星星  ((

摂摂
津津))

河河
辺辺
郡郡
為為
奈奈
郷郷
。。  

ここ
のの
ああ
とと
にに
続続
いい
てて
降降
臨臨
にに
供供
奉奉
しし
たた
三三
十十
四四
族族
をを
列列
記記
。。  

六六
氏氏
族族
はは
物物
部部
本本
宗宗
直直
属属
のの
一一
族族
でで
ああ
りり
、、
船船
長長
のの
跡跡
部部
のの
子子

孫孫
でで
現現
地地
にに
残残
っっ
たた
もも
のの
はは
、、
天天
文文
年年
間間
・・
鞍鞍
手手
郡郡
のの
剣剣
岳岳
城城
主主
・・

跡跡
部部
安安
芸芸
守守
とと
しし
てて
地地
方方
のの
有有
力力
者者
にに
なな
っっ
てて
いい
るる
。。  

  
  

他他
方方
、、
河河
内内
にに
移移
住住
しし
たた
物物
部部
本本
宗宗
直直
属属
のの
跡跡
部部
はは
、、「「
亀亀
井井

村村
跡跡
部部
にに
住住
みみ
、、
現現
在在
でで
もも
八八
尾尾
市市
跡跡
部部
にに
式式
内内
小小
社社
がが
ああ
るる
。。」」

（（
出出
典典
『『
古古
代代
物物
部部
氏氏
とと
先先
代代
旧旧
事事
本本
紀紀
』』））  

注注
目目
すす
るる
のの
はは
、、
渋渋
川川
郡郡
跡跡
部部
郷郷((

八八
尾尾
市市
跡跡
部部))

がが
古古
大大
和和
川川

本本
流流((

長長
瀬瀬
川川))

のの
中中
央央
にに
位位
置置
すす
るる
交交
通通
のの
要要
衝衝
でで
ああ
りり
、、
物物
部部

本本
宗宗
がが
古古
大大
和和
川川
水水
系系
のの
水水
運運
・・
灌灌
漑漑
網網
管管
理理
・・
交交
易易
すす
るる
場場
所所

にに
適適
しし
たた
地地
形形
。。((

実実
例例  

六六
世世
紀紀
・・
物物
部部
守守
屋屋
のの
領領
域域
をを
参参
考考))  

先先
にに
述述
べべ
たた
『『
古古
事事
記記
』』
河河
内内
のの
美美
努努
村村
伝伝
承承
はは
古古
大大
和和
川川
支支

流流
玉玉
櫛櫛
川川
のの
水水
運運
・・
灌灌
漑漑
水水
路路
網網
をを
掌掌
握握
しし
たた
物物
部部
族族
をを
示示
唆唆
しし
、、

河河
内内
のの
古古
大大
和和
川川
水水
系系
のの
土土
地地
をを
水水
田田
稲稲
作作
地地
にに
開開
拓拓
、、
経経
営営
しし

たた
ここ
とと
をを
物物
語語
るる
。。
大大
和和
川川
水水
系系
をを
制制
すす
るる
者者
はは
、、
河河
内内
をを
制制
すす

るる
。。
物物
部部
族族
はは
河河
内内
全全
域域
をを
経経
営営
しし
たた
。。  

歴歴
史史
学学
者者
・・
森森
浩浩
一一
氏氏
はは
、、『『
大大
阪阪
府府
史史
』』
でで
述述
べべ
るる
。。「「
陶陶
荒荒

田田
神神
社社
のの
字字
名名
をを
「「
太太
田田
」」
とと
言言
いい
、、
三三
輪輪
山山
麓麓
のの
北北
西西
にに
もも
「「
太太

田田
」」
とと
言言
うう
地地
名名
がが
ああ
っっ
てて
古古
墳墳
前前
期期
以以
来来
のの
大大
きき
なな
集集
落落
遺遺
跡跡

がが
判判
明明
しし
「「
太太
田田
遺遺
跡跡
」」
とと
もも
言言
うう
がが
、、
最最
近近
はは
纏纏
向向
遺遺
跡跡
のの
名

称称
にに
統統
一一
ささ
れれ
祭祭
祀祀
にに
関関
すす
るる
遺遺
構構
のの
多多
いい
点点
でで
もも
注注
目目
ささ
れれ

てて
いい
るる
。。」」（（
ＰＰ
七七
八八
〇〇
））  

「「
太太
田田
田田
根根
子子
のの
説説
話話
のの
骨骨
組組
みみ
はは
、、
大大
阪阪
府府
南南
部部
のの
須須
恵恵
器器

生生
産産
地地
帯帯
にに
新新
しし
いい
タタ
イイ
ププ
のの
祭祭
政政
推推
進進
者者
がが
いい
てて
、、
そそ
れれ
にに
大大

和和
のの
象象
徴徴
とと
もも
いい
うう
べべ
きき
三三
輪輪
山山
のの
祭祭
祀祀
をを
執執
行行
ささ
せせ
、、
政政
治治
的的

平平
静静
をを
回回
復復
しし
たた
。。」」（（
ＰＰ
七七
八八
四四
））  

  
  

五五
世世
紀紀
、、
河河
内内
のの
手手
工工
業業
多多
量量
生生
産産
地地((

泉泉
北北
古古
窯窯
祉祉
、、
大大
県県

遺遺
跡跡
・・
森森
遺遺
跡跡))

開開
発発
とと
大大
和和
川川
水水
系系
運運
営営
にに
関関
わわ
っっ
たた
物物
部部
族族

をを
主主
軸軸
にに
しし
てて
「「
百百
舌舌
鳥鳥
古古
市市
古古
墳墳
群群
」」
がが
出出
現現
すす
るる
。。  

「「
百百
舌舌
鳥鳥
古古
市市
古古
墳墳
群群
」」
のの
特特
色色
はは
、、
未未
だだ
鉄鉄
製製
品品
がが
貴貴
重重
なな

時時
代代
にに
、、
鉄鉄
製製
・・
剣剣
・・
短短
甲甲
出出
土土
数数
量量
がが
、、
他他
のの
地地
域域
にに
比比
べべ
てて

圧圧
倒倒
的的
にに
多多
くく
なな
っっ
たた
変変
化化
でで
ああ
るる
。。  
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1 
 

今今
東東
光光
和和
尚尚
とと  

団団
塊塊
のの
世世
代代

石石
河河
亮亮
平平

 

、、

  

石石
河河
亮亮
平平  

氏氏

名名

一一

八八
尾尾
のの
異異
色色
文文
化化
人人

歴
史
を
本
当
に
学
ん
だ
の
は
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
だ
。
歴

史
の
先
生
は
司
馬
遼
太
郎
で
あ
り
「
世
に
棲
む
日
々
」「
竜
馬
が

ゆ
く
」「
空
海
の
風
景
」
な
ど
が
教
材
に
な
っ
た
。
出
張
の
前
後

に
は
必
ず
読
ん
だ
の
が
「
街
道
を
ゆ
く
」
シ
リ
ー
ズ
だ
っ
た
。「
日

本
人
を
考
え
る
」「
風
塵
抄
」
な
ど
か
ら
も
感
情
豊
か
な
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
今
は
歴
史
の
奥
深
さ
を
楽
し
ん
で
い
る
。

歴
史
の
舞
台
に
足
を

運
び
、
そ
の
土
地
の
歴

史
、
気
候
風
土
、
地
理
、

産
業
経
済
、
生
活
習
慣
、

発
展
過
程
な
ど
を
知

る
。
歴
史
に
登
場
し
た

人
た
ち
が
何
を
考
え
、

何
を
作
っ
て
い
た
の

か
と
、
思
い
を
は
せ
る
。

郷
土
史
か
ら
「
次
世
代

の
ま
ち
」
を
考
え
る
と
、

市
民
が
郷
土
に
誇
り

を
持
ち
愛
着
を
持
っ

て
、
積
極
的
に
活
動
す

る
意
識
の
高
い
市
民
の
存
在
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
う
。

我
が
郷
土
を
自
負
す
る
市
民
が
増
え
て
い
る
の
は
嬉
し
い
。

 

今
東
光
資
料
館
は
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
企
画
展
示
に
こ
だ
わ

る
。(

写
真
は
「
今
東
光
の
波
乱
の
人
生
と
交
流
し
た
人
々
」
展) 

ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
た
歴
史
的
事
実
が
解
明
さ
れ
る
こ
と

も
多
い
。
八
尾
市
の
「
由
義
寺
の
塔
の
基
壇
」
は
平
成
三
十
年

に
国
指
定
と
な
っ
た
。
同
時
に
千
三
百
年
前
の
称
徳
天
皇
と
弓

削
道
鏡
を
現
在
に
呼
び
戻
し
た
。 

弓
削
道
鏡
と
い
え
ば
今
東
光
で
あ
る
。
小
説
「
弓
削
道
鏡
」

は
日
本
の
正
史
で
あ
る
『
続
日
本
紀
』
の
七
百
七
十
年
の
と
こ

ろ
に
記
さ
れ
て
い
た
称
徳
天
皇
と
道
鏡
が
建
立
し
た
由
義
寺
を

モ
チ
ー
フ
に
、
八
世
紀
の
河
内
の
原
風
景
を
、
出
家
、
天
皇
と

の
出
会
い
、
河
内
国
へ
、
繁
栄
、
そ
し
て
別
れ
ま
で
を
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
に
描
く
長
編
古
代
史
小
説
で
あ
る
。 

三
十
六
回
直
木
賞
受
賞
の
「
お
吟
さ
ま
」
は
千
利
休
の
娘
・

吟
の
悲
恋
も
の
。
お
吟
の
心
の
内
を
河
内
出
身
の
侍
女
に
語
ら

せ
る
の
も
河
内
愛
だ
。
昭
和
二
十
六(

一
九
五
十
一)

年
に
「
単
身

赴
任
し
、
住
ん
だ
の
が
「
天
台
院
」（
八
尾
市
西
山
本
町
）。

 

八
尾
周
辺
の
庶
民
た
ち
と
の
交
際
を
通
じ
て
描
い
た
「
小
説

河
内
風
土
記
」
は
母
娘
の
細
腕
繁
盛
記
を
ユ
ー
モ
ア
と
お
色
気

を
交
え
人
情
味
た
っ
ぷ
り
。
読
み
手
を
魅
了
す
る
。
七
十
九
年

の
生
涯
を
通
じ
て
出
会
っ
た
交
遊
は
政
治
家
、
音
楽
家
、
画
家
、

映
画
俳
優
、
作
家
な
ど
。
多
彩
な
人
脈
相
関
図
は
華
麗
そ
の
も

の
だ
。

 

社
会
人
に
な
っ
た
頃
（
一
九
六
二
年
）
の
今
東
光
旋
風
は
半

端
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
代
の
男
た
ち
は
、
ラ
ジ
オ
や
週
刊

誌
な
ど
で
政
治
や
社
会
の
不
条
理
さ
を
今
東
光
の
毒
舌
放
言
で

う
っ
ぷ
ん
を
晴
ら
し
て
い
た
。
最
も
忙
し
か
っ
た
時
に
お
色
気

談
義
な
ど
で
、
今
で
い
う
ス
ト
レ
ス
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
た

も
の
だ
。
歴
史
と
小
説
の
面
白
さ
と
男
女
関
係
や
人
間
関
係
の 

処
し
方
を
教
え
て
く
れ
た
。
私
に
と
れ
ば
、
司
馬
遼
太
郎
を
「
硬

派
」
と
す
れ
ば
今
東
光
は
「
軟
派
」
だ
っ
た
。 

直
木
賞
作
家
で
あ
り
仏
教
学
者
で
あ
り
、
画
家
、
易
学
者
、

参
議
院
議
員
の
ほ
か
天
台
宗
の
え
ら
い
お
坊
さ
ん
に
も
か
か
わ

ら
ず
俗
世
間
で
は
「
エ
ロ
坊
主
」「
生
臭
坊
主
」
と
呼
ば
れ
て
も

我
関
知
せ
ず
、
怖
い
も
の
な
し
の
歯
に
衣
着
せ
ぬ
毒
舌
家
で
あ

る
。
敵
も
多
か
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
博
覧
強
記
ぶ
り
に
誰
も
抗

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

「
今
東
光

毒
舌
日
本
史
」（
文
春
文
庫

昭
和
四
十
七
年
六

月
）
の
あ
と
が
き
で
、
対
談
を
行
っ
た
文
藝
春
秋
社
の
池
島
信

平
社
長
（
当
時
）
は
「
七
時
間
の
対
談
は
ヘ
ト
ヘ
ト
に
疲
れ
た
。

物
凄
ま
じ
い
ま
で
の
博
学
と
雄
弁
に
圧
倒
さ
れ
続
け
た
」
と
振

り
返
り
、「
自
由
闊
達
、
云
っ
て
み
れ
ば
少
年
の
自
由
画
の
よ
う

な
奔
放
な
線
で
書
き
上
げ
た
も
の
だ
が
、
意
外
に
歴
史
の
深
奥

を
衝
い
て
、
正
し
い
図
形
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
思
う
」「
た

い
へ
ん
な
坊
さ
ん
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。 

 

さ
て
、
執
筆
時
の
今
（
令
和
二
年
九
月
）
は
、
年
初
に
中
国

湖
北
省
武
漢
市
で
発
見
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

的
大
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
の
真
っ
た
だ
中
で
あ
る
。
世
界

の
感
染
者
数
は
令
和
二
年
九
月
十
八
日
時
点
で
三
千
万
人
を
超

え
、
累
計
死
者
数
は
約
九
十
四
万
人
。
日
本
で
は
七
万
七
千
人

が
感
染
、
死
者
約
千
五
百
人
と
収
束
の
兆
し
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。 

 

 

河河
内内
勢勢
力力
のの
大大
きき
なな
軍軍
事事
力力
をを
表表
しし
、、
巨巨
墳墳
造造
成成
にに
従従
事事
すす
るる

多多
人人
数数
のの
労労
働働
者者
にに
甲甲
冑冑
をを
着着
せせ
、、
武武
器器
をを
持持
たた
せせ
ばば
常常
備備
軍軍
がが

出出
来来
上上
がが
るる
。。  

【【
図図
５５  

河河
内内
政政
権権
のの
甲甲
冑冑((

短短
甲甲))

小小
札札
埋埋
納納
出出
土土
数数
量量
】】  

古古
墳墳
時時
代代
のの
手手
工工
業業
をを
担担
っっ
たた
河河
内内
・・
奈奈
良良
盆盆
地地
のの
豪豪
族族
はは
九九
州州

島島
にに
先先
祖祖((

母母
村村))

をを
持持
ちち
、、
紀紀
元元
前前
十十
～～
九九
世世
紀紀
にに
水水
田田
稲稲
作作
のの

技技
術術
をを
携携
ええ
てて
、、
東東
にに
向向
かか
いい
、、
各各
地地
にに
初初
期期
水水
田田
稲稲
作作
地地
をを
造造

りり
、、
紀紀
元元
前前
七七
世世
紀紀
頃頃
にに
古古
河河
内内
湾湾
のの
若若
江江
北北
遺遺
跡跡
にに
着着
いい
たた
。。

((

出出
典典  

『『
初初
期期
農農
耕耕
活活
動動
とと
近近
畿畿
のの
弥弥
生生
社社
会会
』』
ＰＰ
二二
五五
五五
））  

【【
図図
６６
「「
水水
田田
稲稲
作作
のの
伝伝
播播
」」】】  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

九九
州州
島島
かか
らら
東東
進進
しし
たた
近近
畿畿
諸諸
豪豪
族族
のの
母母
村村
をを
、、
『『
和和
名名
類類
聚聚

抄抄
郷郷
名名
考考
証証
』』
はは
、、
次次
のの
よよ
うう
にに
記記
すす
。。  

肥肥
前前
基基
肄肄
郡郡
・・
姫姫((

紀紀))  

肥肥
前前
小小
城城
郡郡
・・
伴伴
部部((

大大
伴伴))  

肥肥
前前
三三
根根
郡郡
・・
葛葛
木木    

    

筑筑
前前
早早
良良
郡郡
・・
平平
群群
、、
額額
田田  

豊豊
前前
仲仲
津津
郡郡
・・
中中
臣臣
、、
鴨鴨
（（
加加
茂茂
））  

ここ
のの
他他
にに
もも
、、
紀紀
元元
前前
のの
九九
州州
島島
稲稲
作作
民民
のの
東東
進進
はは
列列
島島
各各
地地

にに
様様
々々
なな
ムム
ララ
をを
生生
みみ
激激
動動
のの
時時
代代
をを
つつ
くく
っっ
たた
。。  

皇皇
国国
年年
号号
でで
はは
、、
今今
年年
がが
皇皇
紀紀
・・
紀紀
元元
二二
六六
八八
〇〇
年年
にに
当当
たた
りり
、、

奇奇
しし
くく
もも
紀紀
元元
前前
七七
世世
紀紀
・・
若若
江江
北北
遺遺
跡跡
にに
水水
田田
稲稲
作作
がが
伝伝
播播
しし

たた
年年
代代
とと
皇皇
紀紀
元元
年年
のの
時時
代代
がが
おお
よよ
そそ
一一
致致
すす
るる
。。
不不
思思
議議
なな
一一

致致
はは
、、
紀紀
元元
前前
九九
世世
紀紀
にに
始始
まま
るる
九九
州州
島島
稲稲
作作
民民
のの
東東
進進
がが
大大
物物

主主
のの
実実
態態
にに
関関
わわ
るる
ここ
とと
をを
示示
しし
てて
いい
るる
。。  

パパ
ッッ
チチ
ワワ
ーー
クク
『『
崇崇
神神
紀紀
五五
～～
七七
年年
条条
』』
はは
、、
大大
物物
主主
のの
謎謎
とと

疫疫
病病
蔓蔓
延延
がが
、、
祭祭
祀祀
移移
動動
・・
政政
権権
移移
動動
・・
新新
産産
業業
地地
誕誕
生生
等等
のの
変変

動動
をを
引引
きき
起起
ここ
しし
たた
ここ
とと
をを
語語
りり
、、
そそ
のの
変変
動動
はは
五五
世世
紀紀
前前
方方
後後

円円
墳墳
時時
代代
のの
絶絶
頂頂
期期
、、
百百
舌舌
鳥鳥
古古
市市
古古
墳墳
群群
時時
代代
をを
誕誕
生生
ささ
せせ
社社

会会
変変
革革
をを
生生
じじ
たた
。。  

現現
代代
のの
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
蔓蔓
延延
はは
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
変変
革革
をを
齎齎
すす

のの
だだ
ろろ
うう
かか
。。
平平
成成
「「
国国
家家
資資
産産
帳帳
簿簿
改改
竄竄
指指
示示
」」
等等
ああ
っっ
てて
はは

なな
らら
なな
いい
。。  

  
  
  
  
  
  
  
  
  

記記  

二二
〇〇
二二
〇〇
・・
八八  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

（（
東東
大大
阪阪
文文
化化
財財
をを
学学
ぶぶ
会会
））  

参参
考考
文文
献献  

『『
大大
阪阪
府府
史史  

第第
一一
巻巻
』』  

大大
阪阪
府府  

昭昭
和和
五五
三三
年年  

『『
古古
代代
物物
部部
氏氏
とと
先先
代代
旧旧
事事
本本
紀紀
』』  

安安
本本
美美
典典  

平平
成成
二二
一一
年年  

『『
泉泉
北北
丘丘
陵陵
にに
広広
がが
るる
須須
恵恵
器器
窯窯
」」  

中中
村村  

浩浩  

２２
００
００
６６
年年  

新新
泉泉
社社  

『『
アア
ジジ
アア
陶陶
芸芸
史史
』』
出出
川川
哲哲
郎郎    

中中
ノノ
堂堂
一一
信信    

弓弓
場場
紀紀
知知  

２２
００
１１
２２
年年  

『『
日日
本本
書書
紀紀
のの
謎謎
をを
解解
くく
』』
森森  

博博
達達    

１１
９９
９９
９９
年年  

中中
央央
公公
論論
社社  

『『
片片
野野
物物
部部
氏氏
とと
鉄鉄
・・
鉄鉄
器器
生生
産産
』』  

真真
鍋鍋
成成
史史  

２２
００
１１
１１
年年    

『『
初初
期期
農農
耕耕
活活
動動
とと
近近
畿畿
のの
弥弥
生生
社社
会会
』』
編編  

森森
岡岡
秀秀
人人  

２２
００
１１
８８
年年  

『『
古古
事事
記記
』』
次次
田田
真真
幸幸    

講講
談談
社社
学学
術術
文文
庫庫  

『『
日日
本本
書書
紀紀  

』』
坂坂
本本
太太
郎郎
・・
家家
永永
三三
郎郎  

岩岩
波波
文文
庫庫  

『『
森森
遺遺
跡跡  

』』  

交交
野野
市市
教教
育育
委委
員員
会会  

１１
９９
９９
１１
年年  

『『
名名
類類
聚聚
抄抄
郷郷
名名
考考
証証
』』
池池
辺辺  

彌彌  

昭昭
和和
四四
一一
年年  

『『
鍛鍛
治治
のの
里里  

大大
県県
とと
田田
辺辺
』』
柏柏
原原
市市
立立
歴歴
史史
資資
料料
館館  

２２
００
１１
８８
年年  
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